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私の忘れ得ぬ日本での冒険
ヴェラ・アティエンザ
カルチャー・ショック
外国人のみた日本
VellaAtienza
出身地：フィリピン
日本滞在：2005年１月～
私の冒険は二〇〇五年一月四日に日本に
来た最初の日から始まった。それは私にとって 海外旅行であった。また奇しくも私の誕生日でもあった。フィリピンでも一人で旅行したり生活した経験がなかったので私は不安にかられていた。それに日本は英語が通じない国だということで余計緊張していたのだ。誕生日なのに一人寂しく何が起こるかわから でいる今の自分が最初は悲 く思えた。
でも、気分を切り替え、これからはその
日その日を楽しみ、何が起こ も新たに物事を学んだり探求するため 冒険、挑戦だと自分に言い聞かせた。最初に驚い ことは日本とフィリピンとでの言葉の使い方の違い った。それと生活費が非常に高くつくということである。私の先輩が成田空港に迎えに来てくれた だが、彼女 リムジンバスに乗っていこう、 というのだ。 フィリピンでリムジン 大金持ちだけ 乗る高価な乗用車を指す。それがバスになるとどのようになるのか想像しただけ も興奮してしまった。きっと日本は発展を遂げた国だからリムジンに乗るのは当たり前のことなのだろうと思ったも だ。ハイクラス・タイプの立派なバスと思い描いて ものは驚いたことに何の変哲もない普通のバスだった。
学校の寮についてから私がこれから住む
部屋を見たときもショックだった。これから払わなければならない毎月の家賃の高さに比べ はとても狭く質素な外見なのだ。先輩は、自分はこ からマンションに引っ越すつもりだという。フィリピンではマンションは値段も高額な広大な邸宅を意味するのでまたびっくりした。自分のこの小さな部屋がこれほどの家賃 ら、先輩はいったいいくら毎月払うのかしらと思った。しかし、彼女 マ ションを見て、それはそもそも一戸建てなどではなく単なる、広いことは広いが外見は寮の部屋とさして変わらない一部屋にすぎないことを知 驚いた。
日本語を話せず読むこともできない私が
毎日どうやって暮らしていくか い ことは私にとって冒険だ。食品店で買い物をするときラベルは日本語なので外見でそ が何かを判断するこ になる あるとき目玉焼きをつくろう し 卵を割ってフライパンに落としたら瞬く間に黒こげになっ しまったのでたまげてしま た。料理は決して上手ではないが目玉焼きの作り方ぐらいは知っているつもりだった。味見をしたら甘いのだ。後になってサラダ油だとおもって使ったものがみりんだっ ことを知った。ほとんど見分けがつか かっ のだ
日本人の振る舞いは、いつも丁寧でお詫
びする理由がないのによく 「ごめんなさい」というし、何かを食べると つも「おいし
い」という。友達とこのことが話題になったことがあった。アジアの国々の料理はたくさん香辛料やスパイスを使うのでそれとくらべると日本料理にはパンチがない。でも日本料理は我々の料理ほど味付けが濃くないので健康的なのはわかる。日本人 いる前で日本料理は淡泊だなどというのは大変失礼にあたるので内々で変 るようの合い言葉をつくった。パーティー 呼ばれたとき「おいしい」といえばそれは本当においしいこと、 し「ヘルシー」といえばおいしくない（しか 健康的） いうことにした。
ほかにもご紹介したい冒険や驚きはたく
さんある。でもこれらは私の日本の旅での忘れ得ぬ経験であると思う。上のように笑えるものも が、たびたび起こる地震ように恐ろしいもの、悲 出来事もある。でも四年間の日本の旅は興奮に満ちて り、研究もちろんだが自分達とは違う文化や性格の異なる人達とどうおつきあいし知り合っていくか学んできたこ はより大切だと思う。私にとって一日一日が冒険 あり人間として成長す 機会 あった。それに対し本当に感謝している。
（環境資源・研究グループ任期付き研究員／訳 　真田孝之）
